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○ 第４ 正確な情報の伝達に関する事項
２ ＢＳＥに関する正しい知識や科学的知見の普及（P３）

・ 現行の基本計画と同様、ＢＳＥ検査実績、ＢＳＥに関する基礎
的知識や、ＢＳＥや変異型クロイツフェルト・ヤコブ病に関する
科学的知見を紹介し、国民の理解を深めるとしているが、非定型
ＢＳＥに関する研究の進捗状況や最新の知見に関して国民に情報
提供することが明示されておらず、不十分である。これを本変更
案に明記し、公表、周知を実行することを求める。

○ 第５ 関係機関及び地方公共団体の協力に関する事項
１ 人員の確保、研究の推進等（P４）

・ 「また、関係独立行政法人等の協力を得て、……」とあるが、
誰が行うのか。国が主体となるべきと思うので、他の文節と同様

提 出 意 見 「また、国及び都道府県は、関係独立行政法人等の協力を得て、
……」などのように、主語を明示することが妥当と考える。

・ 「……ＢＳＥとは異なり弧発性の可能性が示されている非定型
ＢＳＥの伝達性の解明等の研究を推進するものとする。」とされた
ことは、当協会がこれまで主張し、要請していたことと一致して
おり、評価できるものである。しかし、非定型ＢＳＥに関する研
究、知見に関する情報提供は不十分といわざるを得ない。

○ 第６ その他対応措置に関する重要事項
２ 肉骨粉及び畜産副産物の処理等に関する措置（P４）

・ 「国及び都道府県は、飼料及び肥料としての利用が規制されて
いる牛の肉骨粉の焼却等の的確な実施に努め、また、……」とし
ているが、国や都道府県が利用が規制されている牛の肉骨粉の焼
却等を行うと読める。それで良いのか。「的確に実施されるよう努
める」趣旨であるならば、そのような記述とすべきである。


